
令和８年 ３月
各県会長・事務局長様

全日本中学校技術・家庭科研究会
会 長 三 浦 利 信

研 修 会 の ご 案 内

平素より各県研究会の活動にご尽力いただき感謝申し上げます。
さて、令和８年５月３０日(土）午後に全日本中学校技術・家庭科研究会総会が行われます。

総会前に各県会長・事務局長・研究担当者、その他の希望者を対象として、下記のようにオンラインで
の研修会を実施いたします。
急な連絡で申し訳ございませんが、県内関係者への周知をよろしくお願いいたします。

記

１ 日 時 令和 ８年 ５月３０日（土） オンライン研修会 9:00～11:45

午前 ９：００～１０：３０ 「双方向性のあるコンテンツのプログラミング」体験

チャットボットアプリの制作・問題解決の手順
講師：（顧問）田極政一郎、 （参与）奥山拓雄

学校の給食を紹介する基本的なアプリを制作し、
その知識等を活用した問題解決の方法を研修します。

＊全国中学生創造ものづくり教育フェアで使用している
アプリを授業用に改良しました。（HTML,CSS,
JavaScriptを使用しますが、日本語ボタンのクリッ
クでテキストの入力ができます）

午前 １０：４５～１１：４５ 文部科学省 教科調査官（渡邊茂一 先生）の講演

中学校 情報・技術科（仮称）に求められること

教育課程部会 情報・技術科ワーキンググループで検討されている
内容等から、今後の授業に向けて変革していかなければならないこ
と、教師にとって多様で豊かな授業づくりを行う際の足掛かりとなる
ようなこと、などをお話いただきます。

２ 対象者 各県 会長・事務局長、研究担当者、その他希望者(役員等以外も可です)

３ 申し込み （１）下記申し込みフォームから申し込んでください。 締め切り５月１５日。（定員４０名程度）
(２）役員以外の方（希望者）も参加できます。
（３）インターネットにつながるタブレット、PC等を用意ください。

申し込み

https://docs.google.com/forms/d/1CY6x-2v1YqAZ0Ga7iBYf-NtHJ1IWQMlt6t2H7Nz9dyw/edit?ts=69abcc32

問い合わせ先

日本パソコン能力検定委員会

代表理事 吉田 真

TEL:0428-24-1163
e-mail : kentei@pasoken.or.jp



全日本中学校技術家庭科研究会と 双方向性のあるコンテンツの

日本パソコン能力検定員会で共同開発 プログラミングによる問題解決

＊「チャットボット 」とはチャット （会話 ）とロボットを 株式会社ニチレイフーズの ﾁｬｯﾄﾎﾞｯﾄ https://www.nichireifoods.co.jp/inquiry

組み合わせたことばで、人間の入力（質問）に対して

コンピュータが自動で応答するプログラムです。

生徒一人一人が

地域や社会の「問題を解決」します

動画⇒

先生には ＊先生向け研修会（ ｵﾌﾗｲﾝ・ ｵﾝﾗｲﾝ）を実施します

＊「パソ検管理センター」に
生徒の進捗状況の確認、指導細案、評価基準、学習ノート、指導用動画などがあります

生徒進捗一覧表と 、

個人票があり、

回 答 内 容 の 確 認 、

評 価入力 、 生徒 アプ リ

の起動 ができます。



１ ． ガ イ ダ ン ス 「学校の給食を紹介しよう」というテーマで、

２ ． ボ ッ ト 制 作 プログラミングの基礎的な知識・技能を習得します。

３ ． ボ ッ ト 改 良 学習（説明）→演習⇒振り返り・確認テスト と進めていきます。

４．問題の解決 ・ ・ ・ 地域や社会の問題を解決するためのワークシート、チャットボットアプリを制作します。

アプリの特徴 ボタンのクリックやコピーペーストでコード（プログラム）の入力ができます。

（キーボードから入力・修正もできます。 確認テスト、振り返りシートなどもあります。）
① 「学習」で基礎知識を習得して、

②演習課題を読んで ③ボタンのクリックで入力 ④実行ボタンで出力 ＜便利機能＞

〇ﾋﾟｴﾝﾎﾞﾀﾝ

ど う し て も 修 正 が

できなくなったとき

に使います。

（ 演習課題通りに書

き換えます）

〇 ｺﾋﾟｰﾎﾞﾀﾝ

長いコードもコピーができます。

＊画像、地図などの表示、翻訳、動画表示などもできます


